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18)NMDA 受容体 チ ャネルをこおけ るケ タ ミソ

作用部位 の同定

- 分子盤勧学 的 アプ ロ- チ-

山倉 智宏 o駈末 永 (新潟 東学麻酔科 )

森 寿 子三品 昌美 儲 壷義挙等窮所)

本研究では NMDA 受容体 チャンネルの変異体 を作

成 し,その療能解析をこよりケタミソや轟オピオイドSKF

iO,047の作用部位を同意することを目的 とした.

変異受容体チャソネルサブユニ ットの構築は予 だ2及

び giサブユニ ットの cDNA ,合成 オ リゴヌクレオチ

より行 った.構築 された変異型の cDNA を鋳型とし まn

vitro で 民NA 転写 を行い,倉成 された mRNA をア

プリか プメガエル卵母細胞に注入 した.発現された野生

型及び変異型受容体チャンネルの機能解析は膜電位を国

産 し 薬剤作用下でのアゴニス トによる電流応答を測定

することにより行った.

その結果,ケタミソや SKFW灘 7の作間部位は NMm

受容体チャソわ レの作動を制御する分子機構の まつであ

る Mg2+をこよる閉塞部位に蚤複することが示醸された.

19)下行性誘発電位 に及ぼす麻酔薬 の影響

飛田 俊事 由冨田美佐緒
穂苅 環 (新潟大学麻酔科)

頚部叉は胸部硬膜外背面に挿入 したカテ---テル電極で

脊髄刺激を行 うと,腰膨大部葡髄背面 より,初期陽性ス

パイク, シャ-プな陰性電位,緩徐な陽性電位からなる,

下行性脊髄誘発電位が記凝できる.

今lL･T.拝惟 ･脊髄 外科 手術LT)術中作髄機能-(:ニ 'L=ン

ダの 1つとして,下行性脊髄誘発電位を記録 砂観察 し,

同時に9イソフル レソ,救ポフル レン,サイアミラール

の影響について検討 した,

イソフル レン,セポフル レジはヲ緩徐な陽性電位の振

幅を低下,持続を短縮させる傾向にあったササイアミラ-

ルは, シャ-プな陰性電位,緩徐な陽性電位の振幅を増

大させる傾向をこあった.

20) ブ タ冠動脈 平滑筋培養細胞 におけ る細胞 内

Ca2+ 濃度 の オ シ レ--シ ョソ

冨 t腺 秀善 ･福川 悟
藤原 直士 や佐藤由紀莱 (新潟大学麻酔科)

ブタ冠動脈平滑筋培養細胞における ATP 拍0~5M)

771

段 Ej･u串Jl細胞内 Cこ12+濃度LT)経時的変化を蛍光 CLl-3+脂

示薬 lurこ1---2を用いた細微鏡画像分析iこより観察 いた二.

その結 IJl.細胞外液 亘てこ12+]こ2.511爪･1下でく･上.細胞内

CL1-i+濃度が.Arl'l)投与によ･1初期の .-適性LJうL.杵UT)

級,上昇,下降の反復 (振動)を示すものがあるという

ことを鬼い出 した.細胞外液 [Ca2+]除去 または,級

胞外液 .__LILl〇十･日 :～.511lM .Fj)-∫,-_･(ン し20rnMト処置

により,ATP 投与をこよる細胞内 Ca望十濃度の振動が抑

制 きれた.以上から,ATP によって誘発 される細胞内

Cこ1コ+濃度〔71振動における細胞外かi､-､しり (∴12+L･71流 入ハ

必要性, カフェイン感受性,細胞内 Ca2十貯蔵部位の

関与が示唆 された｡

2且) ブタ腎血管収縮 に及ぼす外膜 の影 響

日月一 剛 ･福【1~1 倍 し智子湘入学麻酔科l

血管の収縮弛緩に対する血管内皮の役割は知 られてい

るが,血管外隈の影響に関 しては報告が見 られない.奪

回我々は,摘出ブタ腎動脈を伺い, jルエピネフリン争

ヒスタミソ,セロ トエソをこよる収縮に盈壷要す外膜の影響

を検討 し以下の結果を得た,

1.}ルエビェブリソ,および吐スタミソによる収縮

は外膜除去にLL;)増強 した.2.JL･.r]卜こ ンによる収縮

は外膜除去によって も影響 されなかった.3.因0 合成

阻害薬N-二 トローL-アルギニンおよびシクロオキシゲ

ナーゼ阻害薬イン ドメタシン処置下において,外膜除去

によるヒスタミン収縮の増強は影響を受けなかった.

最上の結果に り, t=スタミy, ノルエピネフ リン 感

受性の,NO およびエイコザ ノイ ド以外の血管拡張物

質の外膜から遊離が示醸 されたB

22L)ブ ヤJJt封杜動 脈 平滑 筋 における張力と細胞内

カル シ ウム濃 度変化 の同時測定

佐久間一弘 ･福田 悟 (.新潟 大学麻酔科1

血管平滑筋の張力変化においてカルシウムは塵肇な女

カソ ドlメッセンジャ-である書今回張力と細胞内カルシ

rL71､濃度変化を同時に測定 したハて報告する.

[方法〕ブタ冠状動脈を摘出 し,内皮及び外膜 を除去

した橡 1mmX6mm の条L!T~を作軸 した.FIlt･lu-.Ah;11を

こ汀℃てこ巨 5t堺17負荷 した.標本をこ汀It1.950002+50dC0 2

で飽和 した ''L～-IllLく液中で静 止.時張 力を 1)5()mg に保

ち,汰(_､l及び:-1一卜 71rL)-t･_りン LNTG) を累 積的に投

をした.


